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代
表
会
長

圭円
山
豊
子

「
い
い
こ
と
ふ
く
ら
む
―
」
町
田
市

に
は
、民
生
委
員
児
童
委
ロロが
２
２
５

名
（う
ち
児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当
す

る
主
任
児
童
委
員
が
１８
名
）
い
ま
す
。

市
内
９
地
区
ご
と
に
、担
当
地
域
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

『隣
人
愛
を
も
っ
て
社
会
福
祉
の

増
進
に
努
め
る
』
を
信
条
に
、地
域
の

皆
さ
ま
と
共
に
「お
互
い
に
支
え
あ

う
地
域
づ
く
り
」を
目
指
し
て
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ま
か
ら
幼
児
の

皆
さ
ま
ま
で
、ど
な
た
で
も
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、ど
う
ぞ
お
声
を
お
か

け
く
だ
さ
い
。ご

一
緒
に
思
案
を
し
、

よ
り
よ
い
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
、

お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

民
生
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り

ま
す
の
で
、ど
う
か
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

雲
ｉ
一拳
く
ヽ
き
き
導

〓
三
饉
〓
纂
糞
茎
議
奪
÷
時
導

今
年
は
、
民
生
委
員
制
度
創
設

１
０
０
周
年
。児
童
委
員
制
度
創
設

７。
周
年

の
節
目
の

一
年

で
し
た
。

「人
々
の
幸
せ
の
た
め
に
」
と
い
う
先

達
の
思
い
が
引
き
継
が
れ
、△
フ
日
の

福
祉
に
つ
な
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
支
え
あ
い
、

助
け
あ
い
な
が
ら
、
「笑
顔
で
、安
全
に
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
」を

目
指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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町
田
市
長

石
阪

丈

一

民
生
委
員
制
度
が
創

〓弩　　購　・ｍ褥饒

設
１
０
０
周
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
、
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委

員
児
童
委
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
素
よ
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
を
通
じ
、

地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
多
大
な
る
ご
貢
献

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
民
生
委
員
制
度
の
源
と

い
わ
れ
る

済
世
顧
間
制
度
の
創
設
か
ら
１
０
０
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
民
生
委
員

児
童
委
員
の
皆
さ
ま
が
、
長
き
に
わ
た
り
、
脈
々

と
活
動
を
受
け
継
が
れ
、
社
会
状
況
の
変
化
や

多
様
化
し
た
生
活
課
題
等
、
時
代
の
変
化
に
応

じ
た
様
々
な
活
動
を
行
い
、
寄
り
添

い
な
が
ら

地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
ご
尽
力

い
た
だ
い

て
き
た
こ
と
で
、
今
日
の
地
域
住
民
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。
民
生
委
員

児
童
委
員
の
皆
さ
ま
方
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力

と
熱
意
に
対
し
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

〈
フ、
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
口
減
少
、

超
高
齢
化
社
会
を
目
前
に
控
え
、
地
域
の
つ
な
が

り
や
支
え
あ
い
が
よ
り
重
要
に
な
る
と
考
え
て
お

岬
、
地
域
に
根
ざ
し
た
民
生
委
員
児
童
委
員
の
皆

さ
ま
へ
の
期
待
は

一
層
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

町
田
市
で
は
、
互
い
に
支
え
あ
い
、
誰
も
が

自
分
ら
し
く
地
域
で
暮
ら
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
更
な
る
地
域
福

祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
民
生
委
員
児
童
委
員
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
皆
さ
ま
の

益
々
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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民生委員 児童委員と‡ま?

住民の立場にたつて、まちの

福祉を担うボランテイアです。

民生委員は、民生委員法により厚生労働大臣から

委嘱された無報酬のボランティアです。全国共通の

制度として、どこの町でも活動しています。また児童

福祉法により、子どもや妊産婦を支える児童委員も

兼務しています。

安心。安全な地域づくりを目指し様々な活動をしています。

日常の心配ごとや困りごと、医療

や介護、子育ての不安などの相談

に応じます。そして、その課題が解

決できるように行政等関係機関

への「つなぎ役」にな。ります。

高齢者や障がい者世帯への定期

的な訪問や、育児の相談ができる

「子育てサロ刻や高齢者の集い

の場としての「もヽきいきサロ冽等

を運営しています。

登下校中の子どもたちの見守りヽ

遊び場の危険箇所を点検するな

ど、子どもたちの安全を守るための

活動を行っています。

※2017年 11月 1日現在

民生委員elJ度は電oo年の歴史と実績老有する書り度です。
民生委員制度は、大正6年に岡山県で創設された「済世顧問制度」に始まり、平成29年に100周年を迎えました。

長きにわたり、住民の視点にたって安心して住み続けることができる地域づく。りに取り組んできました。

29年 112年 16年 :55年 ,32年 :27年 :26年 :25年 :23年 :22年 :21年 ,11年 17年 :7年 :7年 li 6年
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岡
山
県
に
て
済
世
顧
問
制
度

創
設

（民
生
委
員
制
度
の
起
源
）

救
済
委
員
制
度

創
設

（東
京
の
民
生
委
員
の
始
祖
）

方
面
委
員
制
度

創
設

（民
生
委
員
制
度
の
前
身
）

東
京
市
方
面
委
員

設
置

方
面
委
員
令

公
布

生
活
保
護
法
、
民
生
委
員
令

公
布

児
童
福
祉
法

公
布
、

児
童
委
員
に
充
て
ら
れ
る

民
生
委
員
法

公
布

生
活
保
護
法
改
正

協
力
機
関
と
な
る

社
会
福
祉
協
議
会

誕
生

（社
会
福
祉
事
業
法

公
布
）

世
帯
更
正
運
動

実
施

（生
活
福
祉
資
金
制
度
の
始
ま
り
）

心
配
ご
と
相
談
所
設
置

児
童
委
員
と
児
童
相
談
所
の

連
絡
協
議
会

開
始

主
任
児
童
委
員

設
置

民
生
委
員
法

改
正

（住
民
の
立
場
に
立
っ
た
活
動
が
明
記
）

制
度
創
設
１
０
０
周
年
全
国
大
会



動記録

民生委員児童委員 普及啓発パレード(新宿 )
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普及啓発パレード(町田市民生委員児童委員)

蜃

民児協 PR展 (町田市役所)

中川 忠彦 (担当会長 町田第二)、 町野 真里子 (担当

会長 南第一)、 池座 」ヽ百合 (町田第一)、 坂本 節子

(町田第二)、園曽 理加 (南第一)、 酒井 かづ江 (南第二)、

小宮 茂治 (鶴川第一)、 王前 祥子 (鶴川第二)、 稲津

礼子 (忠生第一)、渋谷 裕子 (忠生第二)、 内田 洋子 (堺 )

赤い羽根共同街頭募金

福祉バザー(ぽっぽ町田屋外広場) 高齢者サロン

学校との情報交換会 合同研修会

黎躙隋鱚鰤鰤靱亜董扁再   百》憲讚
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民生委員制度創立 100年 という歴史的
節目を迎え、多くの市民の皆様にも私たちの

活動の一端を広く知っていただこうと、このよ

うな広報紙を発刊する運びとなりました。

多様化する社会情勢の中で、委員に期待

される活動内容も多岐にわたり巻には「民生

委員は大変だ」という声が聞こえてきます

が、「やりがいがある」にかえていくなかで、住

民の立場に立って地域の中で関係機関との

架け橋として「つないでいく」一助になれば

と考えております。

発刊にあたり石阪市長はじめ福祉総務課

の皆さまにご協力いただきましたことに深く

感謝申し上げます。(編集委員長/小宮茂治)


